
日 程（全日程とも講習は、９時００頃～１７時００頃を予定）

必修領域 ［６時間］ 2 0 1 9 年 8月８日 ( 木 )

選択必修領域 ［６時間］ 2 0 1 9 年 8月７日 ( 水 )

選択領域 ［６時間］ 2 0 1 9 年 8月２日 ( 金 )  ､8月５日 ( 月 ) ､8月６日 ( 火 )

受講対象者（詳細につきましては、文部科学省のホームページをご確認ください。）

① 現職教員（校長、副校長、教頭を含む。ただし、指導改善研修中のものを除く）

② 実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員

③ 教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する指導等を行う者

④ ③に準ずるものとして免許管理者が定める者

⑤ 文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑥ 上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

⑦ 教員採用内定者

⑧ 教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑨ 過去に教員として勤務した経験のある者

⑩ 認定こども園で勤務する保育士

⑪ 認可保育所で勤務する保育士

⑫ 幼稚園を設置するものが設置する認可外保育施設で勤務している保育士

生 年 月 日 修 了 確 認 期 限 受講期間及び申請期間

昭和39年4月2日 ～ 昭和40年4月1日
昭和49年4月2日 ～ 昭和50年4月1日
昭和59年4月2日 ～ 昭和50年4月1日

平成32年3月31日 平成30年2月1日 ～ 平成32年1月31日

昭和30年4月2日 ～ 昭和31年4月1日
昭和40年4月2日 ～ 昭和41年4月1日
昭和50年4月2日 ～ 昭和51年4月1日

平成33年3月31日 平成31年2月1日 ～ 平成33年1月31日

■旧免許状所持者（平成21年3月31日以前に免許状を授与された方）

有 効 期 間 の 満 了 の 日 受講期間及び申請期間

所持する全ての免許状の中で最も遅い有効期間の満了の日が
すべての免許状の有効期間の満了の日（例：平成32年3月31日）

有効期間の満了の日の2年2か月前～2か月前
（例:平成30年2月1日～平成32年1月31日）

■新免許状所持者（平成21年4月1日以降に初めて免許状を授与された方）

※各個人が、新免許状・旧免許状を併有することはありません。

“○”… 主たる受講対象者 “✕”… 受講不可 ”空欄”… 主たる受講対象者ではなくても受講可（証明書にも記載）

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T

 幼稚園教諭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 小学校教諭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 中学校教諭（全教科） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 　中学校教諭（社会） ○ ○

 　中学校教諭（保健体育） ○ ○ ○ ○

 　中学校教諭（運動部の指導者・顧問） ○ ○

 高等学校教諭（全教科） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 　高等学校教諭（地理歴史・公民） ○ ○

 　高等学校教諭（保健体育） ○ ○ ○ ○

 　高等学校教諭（運動部の指導者・顧問） ○ ○

 特別支援学校教諭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 養護教諭 × × × × ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

 栄養教諭 × × × × × × × ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

各講習の主たる受講対象者

選  択 選択必修 必修

8月2日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日



教諭 養護 栄養

選択A
楽しく盛り上がる表現運動・ダンスの授業

～「その気にさせる・本気になれる」指導法～

村田　芳子

幅田　彩加

学校体育における表現運動（小学校）・ダンス（中学校・高等学校）領域の学習指

導法について、「踊る楽しさと多様な身体表現の面白さを体験できる授業」に向け

た基本的な考え方と進め方のポイントを講義と実習を通して学んでいきます。具体

的には、リズム系ダンスと表現系ダンスの典型教材を取り上げ、ダンスの世界にス

イッチ・オンし「その気にさせる」導入の方法から、リズムや表現の特性に触れて

「本気になれる」内容の展開へと実技を通して進めていきます。表現運動・ダンス

の指導の初心の先生や男性教員も歓迎します。

50 ○ × ×
幼・小・中（保健体育）

高（保健体育）・特支

選択B アクティブラーニングの動向と実践
和田　修一

佐々木　孝夫

社会問題、時事問題を授業に取り込み、生徒の関心を高めるための手段として、

ディベートの活用策を提示します。ディベートの本場、アメリカ政治での事例に基

づいて、日本の教育現場に適したディベートの方法を考えます。また、我が国にお

けるアクティブラーニングの現状、動向と課題について事例をとりあげ説明してい

きます。NIE（教育に新聞を）の活動、PBL（課題解決型）、ルーブリック評価な

どについても学んでいきます（ICT教育実践事例含む）。

40 ○ × × 小・中・高・特支

選択C 主権者教育の実践例とポイント

浅野　和生

林　大介

（首都大学東京特任准教授）

内野　令四郎

（東京第一法律事務所）

18歳選挙権が実施されて2年が経ち、高等学校を中心とする学校現場での主権者教

育についてはやや落ち着いてきました。この間に、衆参両院や都議選を経験して、

主権者教育の成果と課題も見えてきました。そこで、本講習では主権者教育の意義

を改めて確認するとともに、先行事例を紹介し、伝えるべきこととともに、「べか

らず集」もわかりやすく解説します。高校2・3年生だけを前提にするのではなく、

義務教育も念頭に、あるべき主権者教育について講義します。

60 ○ × × 小・中・高・特支

選択D
学級活動･運営に活かす屋内外レクリエーション

～子どもの心をつかむ～

青木　智子

高野　千春

学級会や「○○祭り」など各種の学校行事、学級活動・運営に活用できる屋内外の

レクリエーションやゲーム等を、その効果と意義を踏まえながら具体的に提示しま

す。国内外における先駆的な取り組みを含め、教育現場で適用可能と思われるメ

ニューを厳選して紹介していきます。さらに、発達段階や社会環境、集団の違いを

意識しながら、どのような子どもたちにどのようなレクリエーションが適切である

かについて考えます。

60 ○ × × 幼・小・中・高・特支

選択E
スマホ／デジタルゲームと子どもたち

～教師が知っておきたい最新事情～

加藤　浩治

水國　照充

午前の講習では、ICTとデジタル機器の普及によって子どもたちが遭遇するイン

ターネットトラブル事例を概観し、スマートフォンの利活用と悪影響を考察すると

ともに、その解決策をグループで討論します。午後の講習では、デジタルゲームに

焦点を当ててその依存性について解説し、学校や家庭での具体的な対応方法につい

て提示します。また、近年注目されている「eスポーツ」がもたらすデジタルゲー

ムの未来についても考察します。

40 ○ ○ ×
幼・小・中・高・特支

養護

教諭 養護 栄養

選択F
トレーニングの理論と実践

～最近の傾向について～

久保　潤二郎

小林　幸次

本講習では、現在考えられる最新のトレーニングの理論と実践方法を教授し、様々

な年代に対して対応出来るトレーニング方法について考察していきます。主にウ

オーミングアップおよびレジスタンストレーニング（いわゆる筋力トレーニング）

のことを中心に、最新情報を紹介します。

60 ○ × ×

小・中（保健体育）

高（保健体育）・特支

中･高（教科とは関係なく運動部顧

問/指導者）

選択G
スポーツ・メガイベントと地域社会

～オリンピックを中心に～

松林　秀樹

向山　昌利

（流通経済大学准教授）

オリンピックに代表されるスポーツ・メガイベントの開催は地域社会にどのような

効果・影響をもたらすのか、ということについて、1998年の長野オリンピック、

2019年のラグビーワールドカップを題材として考察します。なぜ東京で2020年に

オリンピックを開催するのかなど、メガイベントをいかに学校教育の現場に取り込

むか、具体例を交えて提示します。

70 ○ × × 幼・小・中・高・特支

選択H 子どもの力を伸ばす子どもの権利条約

新島　一彦

木附　千晶

（文京学院大学講師）

子どもの権利条約は、子どもが生まれながら持っている能力を最大限に伸ばし、

「世の中でたったひとつの宝」として輝くための国際的な約束です。心理学の理論

をペースに子どもの成長・発達を支える子どもの権利条約をわかりやすく解説する

と同時に、今、起きている子どもの問題を権利条約を使って解決する方法を示して

いきます。これは、給食における食育や保健室における心や体の健康管理にもつな

がるものです。また、「子どもの最善の利益」の概念を児童福祉法・民法・保育所

保育指針改正等を通じて解説します。

50 ○ ○ ○
幼・小・中・高・特支

養護・栄養

選択I
グループワーク：事例で学ぶ子どもの問題の

見立てと支援～中・高等学校編～

青木　智子

水國　照充

中学校・高等学校での特別支援・教育相談事例を元に、子どもの問題の見立て方、

支援方法について検討します。また、中学校教諭と高等学校教諭からなるグループ

を作り、グループメンバーで日々の実践から学んだことや支援のアイデアを話し合

い、さらには中・高連携の効果的な在り方を探っていきます。

40 ○ ○ ×

中・高

特支（中学部･高等部）

養護（中･高）

選択J 領土に関する教育の充実
末澤　恵美

野澤　基恭

北方領土、尖閣諸島など日本の領土、国境をめぐる現状と課題を、簡潔、平易に講

義し、日本がいかにして領土問題に向き合うべきかを考えます。さらに、領土問題

に関する視野を広げるべく、諸外国における領土問題への対応を検討します。やや

もすればナショナリスティックな議論に偏しやすい領土問題について、学校教育の

現場においても、正確で客観的な情報に基づいた理解が広がる一助となれば幸いで

す。

30 ○ × ×

小・中（社会）

高（地理歴史･公民）

特支

主な受講対象者

8月5日

（月）
講 習 名 担当講師 講 習 概 要 定員

履修認定対象職種
主な受講対象者

8月2日

（金）
講 習 名 担当講師 講 習 概 要 定員

履修認定対象職種



幼 … 幼稚園教諭 小 … 小学校教諭 中 … 中学校教諭 高 … 高等学校教諭 特支 … 特別支援学校教諭

養護 … 養護教諭 栄養 … 栄養教諭

教諭 養護 栄養

選択K
コーチング理論と相対的年齢効果

～生徒のやる気と潜在能力を引き出す～

松永　敏

森嶋　修

スポーツ指導者としてのコーチングに関して、最新の理論を紹介しつつ、グローバ

ルな視点から日本におけるコーチングの問題点について考え、子供達を伸ばすきっ

かけ作りについて学びます。次に育成年代の指導において留意すべき点として相対

的年齢効果があり、生まれ月の違いが育成期のスポーツ活動でどのような影響を及

ぼすのかを講義し、理解を深めます。

80 ○ × ×

小・中（保健体育）

高（保健体育）・特支

中･高（教科とは関係なく運動部顧

問/指導者）

選択L
体育の授業づくり

～良い体育授業に向けて～

荻原　孝之

西村　三郎

小学校、中学校、高等学校における体育授業を対象として、どの運動領域において

も授業づくりを行う際に重要とされる基本的な考え方と進め方のポイントについて

講義を通して理解していきます。加えて、陸上競技（運動）や球技（ボール運動）

などの具体的な運動領域を取り上げ、各々の特性を生かす典型教材や実際の授業例

を紹介し、グループワークを通して実践に生きる授業づくりに取り組んでいきま

す。

60 ○ × ×
小・中（保健体育）

高（保健体育）・特支

選択M
地図を使った楽しい授業づくり

～フィールドワークとGISの活用～

平澤　香

秋本　弘章

（獨協大学教授）

課題を設けて行う学習や作業的、体験的な学習など、生徒の主体的な学習を促す学

習の代表例としてのフィールドワークを、本学から鷲宮神社周辺にかけて行うとと

もに、様々な地図の作成や活用を通して、その技能の向上を目指します。また、情

報を地図上で整理し、空間的に位置付けて認識することの楽しさを、授業における

地理情報システム（GIS）の活用事例などを通して体験していきます。

30 ○ × × 小・中・高・特支

選択N 近現代史の多面的・多角的な考察

酒井　正文

坂本　健蔵

加地　直紀

児童・生徒に歴史への主体的関心をもたせ、歴史的事象と現代との関連を考察する

きっかけを与えるため、歴史上のトピックを、「私たちのような生きた人間」の行

為として感じさせる教え方を提示します。明治維新以来の、近代国家の形成、戦争

と平和の決断、新領土の獲得と放棄、戦後の政治改革と新たな国際関係の構築な

ど、近現代の主な事象について、主要人物、あるいはその時代の人々の当時の感覚

に迫っていきます。

40 ○ × ×

小・中（社会）

高（地理歴史･公民）

特支

選択O
グループワーク：事例で学ぶ子どもの問題の

見立てと支援～幼・保・小学校編～

水國　照充

瀬川　未佳

（武蔵大学講師）

幼稚園・保育教諭・小学校教諭で構成されたグループを作り、幼稚園・小学校での

特別支援・教育相談の２事例を午前と午後に分けて、事例の見立てと支援方法につ

いて検討します。グループメンバーで日々の実践から学んできたことや支援のアイ

デアを話し合い、さらには幼保小連携の効果的な在り方を探っていきます。

40 ○ ○ ×

幼・小

特支（幼稚部･小学部）

養護（幼･小）

教諭 養護 栄養

選択

必修

P

子どもの問題の理解と対応

～心理学の視点から～

青木　智子

水國　照充

教育や保育の場で役立つ、幼児～青年期までの心理病理の理解、親子の愛着や発達

障害などの諸問題について具体的な事例をあげて講義します。また、学校教育の場

で活用できるカウンセリングの基礎を活かした保護者対応、さらには、スクールカ

ウンセラー（公認心理師）やスクールソーシャルワーカーの効果的な活用方法と連

携の在り方についても講義します。

80 ○ ○ ○
幼・小・中・高・特支

養護・栄養

選択

必修

Q

学校現場をめぐる法的な問題とその対応について

～いじめ・体罰・学校事故などを通して～

小西　飛鳥

中島　広樹

山田　真一郎

教育現場における主要な法律問題を、簡潔、平易に解説する。第１に、刑事法学の

立場から、体罰の問題を、教育者の懲戒権の行使と刑法の暴行罪等との関係から講

義し、第２に、民法・行政法学の立場から、教員・学校の不法行為責任・債務不履

行責任についての理論と、具体的にどのような場合に注意義務・安全配慮義務を欠

いたことになるのかを「いじめ」「学校事故」「施設責任」の領域ごとに講義しま

す。

80 ○ ○ ○
幼・小・中・高・特支

養護・栄養

選択

必修

R

学校管理下におけるリスクマネジメント

～スポーツ的活動と野外活動を中心に～

三宅　仁

高野　千春

本講習では、学校管理下におけるスポーツ的活動や野外活動時におけるリスクマネ

ジメントについて解説するとともに、実際に発生した事例や判例を紹介し、指導現

場における危機管理について実践的に学んでいきます。また、グループワーク時に

は受講生のヒヤリ・ハット体験事例を発表し合うことでヒヤリ・ハット体験の情報

共有を行い、リスクマネジメントの必要性についての理解を深めます。

80 ○ ○ ○
幼・小・中・高・特支

養護・栄養

教諭 養護 栄養

必修

S
100 ○ ○ ○

幼・小

特支（幼稚部･小学部）

養護（幼･小･特）

栄養（幼･小･特）

必修

T
100 ○ ○ ○

中・高

特支（中学部･高等部）

養護（中･高･特）

栄養（中･高･特）

主な受講対象者

教育の本質と教師の役割

～専門職としての教職の基礎理論～

坂本　保富

関　泰彦

都丸けい子

（聖徳大学講師）

専門職たる教員の資質の向上と問題解決能力の涵養を目指し、国の教育政策や世界

の教育動向を踏まえて、教育の意味や本質、教師の役割や教育力、学校・学級の経

営の本質と問題対応、保護者・地域社会など学内外との教育連携、子どもの発達段

階に応じた生活習慣の変化に伴う問題行動への現実的な対処など、教育理論や教育

実践に関する豊富な学識経験を有する本学の教員が、学校現場の実態に即して具体

的かつ平易に講義します。

8月8日

（木）
講 習 名 担当講師 講 習 概 要 定員

履修認定対象職種

主な受講対象者

8月7日

（水）
講 習 名 担当講師 講 習 概 要 定員

履修認定対象職種
主な受講対象者

8月6日

（火）
講 習 名 担当講師 講 習 概 要 定員

履修認定対象職種



平 成 国 際 大 学 教 員 免 許 状 更 新 講 習 セ ン タ ー

〒347 -8504 埼玉県加須市水深大立野2000

TEL：0480 -66-2100
FAX：0480 -65-2101

E-mail：menkyo@hiu.ac.jp
URL：http://www.hiu.ac.jp/

＜電話でのお問合せ受付時間＞
■平日 9:00 ～ 17:00
■土曜 9:00 ～ 12:00

■申込方法等の詳細につきましては、平成31年2月中旬頃、本学ホームページにて掲載予定です。
（http ://www2.hiu.ac.jp/menkyo/ ）

■その他、教員免許状更新講習に関する一般的な事項は、文部科学省ホームページをご確認ください。
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm ）

受 講 料

必修領域 6,000 円 選択必修領域 6,000 円 選択領域 6,000 円

【１】先 行 募 集 2019年 3月12日(火)9時00分 ～ 3月18日(月) 17時00分

受講申込対象者：①系列校教職員 ②系列校教職員の配偶者 ③本学卒業生 ④連携協定市教職員（加須市・久喜
市）

【２】一 般 募 集 2019年 4月9日(火) 9時00分 ～ 4月15日(月) 17時00分

受講申込対象者：上記①～④以外の受講希望者

≪注意事項≫

❶申込は、抽選となります。

❷先行募集の際、上記申込対象以外の方のお申込みはご遠慮ください。

❸先行募集のみで定員に達した場合、一般募集では、その講習以外の募集を行います。

❹一般募集終了後、定員に余裕のある講習につきましては、二次募集を行う場合があります。

スクールバスをご利用の方

徒歩でお越しの方

お車でお越しの方

無料駐車場をご利用いただけます。

※講習当日は、混雑する場合がございますので、予め

ご了承ください。

※駐車場における車両事故･盗難･破損等のトラブルに

つきましては、一切の責任を負いかねます。

東武伊勢崎線「花崎」駅をご利用ください。

南口から徒歩で約20分です。

JR宇都宮線･東武伊勢崎線「久喜」駅西口よ

り無料スクールバスを運行します。

（約15分乗車）
※時刻等の詳細につきましては、受講確定通知書ととも

に送付いたします「ガイドブック」に記載予定です。


